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高３生・高卒生対象/記述・論述式  

（国公立大二次・私立大入試/記述・論述式問題対策） 

申込締切日 ５月１２日（水） 受験料 ３,９００円  

 

 

 
高２生・高１生対象/記述式 

 （国公立大・私立大入試/記述式問題早期対策） 

 申込締切日 ５月１９日（水） 受験料 ３,２００円 

  

※現在受付中の模試です。試験会場はいずれも坂本教室とな

ります。受験希望者は、別紙実施要項を確認の上、締切日まで

に受験料を添えて申込んでください。  

「「
まま
たた
遊遊
びび
にに
来来
まま
すす
」」
とと
笑笑
顔顔

でで
巣巣
立立
っっ
たた
卒卒
業業
生生
をを
見見  

送送
っっ
てて
、、
やや
れれ
やや
れれ
とと
思思
っっ  

てて
いい
たた
らら
もも
うう
一一
月月
経経
っっ  

てて
しし
まま
っっ
たた
のの
でで
すす
ねね
。。
ささ
てて

とと
、、
緑緑
がが
深深
くく
なな
りり
、、
風風
がが
柔柔
らら

かか
くく
なな
りり
、、
そそ
しし
てて
、、
時時
折折
日日
差差

しし
にに
強強
ささ
をを
感感
じじ
たた
らら
、、
「「
受受
験験

のの
本本
番番
」」
のの
合合
図図
でで
すす
。。  

  

当当
たた
りり
前前
のの
おお
話話
でで
はは
ああ
りり

まま
すす
がが
高高
３３
生生
はは
初初
めめ
てて
のの
受受

験験
でで
ごご
ざざ
いい
まま
すす
がが
、、
私私
どど
もも
とと

致致
しし
まま
しし
てて
はは
、、
毎毎
年年
毎毎
年年
のの
ここ

とと
でで
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。
そそ
しし
てて
、、
毎毎

年年
毎毎
年年
同同
じじ
よよ
うう
なな
ここ
とと
ばば
かか

りり
言言
っっ
てて
おお
りり
まま
しし
てて
、、
どど
うう
せせ

今今
年年
もも
言言
うう
のの
でで
ああ
れれ
ばば
今今
のの

うう
ちち
にに
言言
っっ
てて
しし
まま
っっ
てて
おお
ここ

うう
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

残残
りり
のの
高高
校校
生生
活活
でで
のの

思思
いい
出出
作作
りり
をを
優優
先先
すす
れれ

ばば
、、
ほほ
ろろ
苦苦
いい
思思
いい
出出
しし
かか

残残
らら
なな
いい
よよ
。。  

  

残残
りり
のの
高高
校校
生生
活活
でで
思思  

いい
出出
作作
りり
にに
明明
けけ
暮暮
れれ
るる
とと
、、  

高高
いい
確確
率率
でで
受受
験験
でで
苦苦
戦戦  

しし
まま
すす
。。
自自
分分
のの
すす
べべ
きき
ここ
とと  

をを
後後
にに
回回
しし
、、
友友
情情
をを
深深
めめ
、、  

思思
いい
出出
をを
作作
ろろ
うう
とと
しし
てて
もも
、、  

自自
分分
がが
頑頑
張張
っっ
てて
なな
いい
とと
後後
でで

ほほ
ろろ
苦苦
いい
思思
いい
出出
とと
後後
悔悔
しし
かか

残残
りり
まま
せせ
んん
よよ
。。  

たた
だだ
、、
苦苦
しし
いい
受受
験験
勉勉
強強
をを
続続

けけ
てて
いい
るる
とと
「「
息息
抜抜
きき
」」
はは
とと
てて

もも
大大
事事
なな
のの
でで
、、
「「
息息
抜抜
きき
」」
とと

しし
てて
割割
りり
切切
っっ
てて
楽楽
しし
むむ
ここ
とと

はは
とと
てて
もも
良良
いい
ここ
とと
でで
すす
。。
受受
験験

勉勉
強強
をを
最最
優優
先先
にに
考考
ええ
てて
行行
動動

しし
まま
しし
ょょ
うう
。。  

セセ
ンン
タタ
ーー
。。
セセ
ンン
タタ
ーー
。。

まま
たた
セセ
ンン
タタ
ーー
。。  

セセ
ンン
タタ
ーー
三三
昧昧
のの
罠罠
。。  

  
  

夏夏
以以
降降
、、
セセ
ンン
タタ
ーー
三三
昧昧
病病

にに
かか
かか
らら
なな
いい
ここ
とと
。。
セセ
ンン
タタ
ーー

過過
去去
問問
はは
絶絶
対対
にに
解解
いい
てて
おお
くく

べべ
きき
でで
すす
がが
、、
そそ
れれ
だだ
けけ
やや
れれ
ばば

良良
いい
とと
いい
うう
もも
のの
でで
はは
ああ
りり
まま

せせ
んん
。。
受受
験験
勉勉
強強
がが
後後
手手
にに
回回
っっ

てて
しし
まま
っっ
たた
人人
はは
時時
間間
がが
無無
くく

てて
セセ
ンン
タタ
ーー
対対
策策
をを
過過
去去
問問
対対

策策
だだ
けけ
にに
頼頼
ろろ
うう
とと
しし
まま
すす
。。
しし

かか
しし
、、
セセ
ンン
タタ
ーー
はは
少少
しし
ずず
つつ
傾傾

向向
をを
変変
ええ
てて
きき
まま
すす
。。
想想
像像
しし
てて

みみ
てて
下下
ささ
いい
。。
受受
験験
本本
番番
のの
極極
度度

のの
緊緊
張張
のの
中中
でで
、、
ここ
れれ
まま
でで
のの
傾傾

向向
をを
信信
じじ
きき
っっ
てて
いい
たた
自自
分分
がが

読読
みみ
をを
外外
ささ
れれ
頭頭
がが
真真
っっ
白白
にに

なな
っっ
てて
いい
くく
状状
態態
をを
。。
ごご
存存
知知
のの

通通
りり
、、
セセ
ンン
タタ
ーー
でで
はは
一一
瞬瞬
のの
タタ

イイ
ムム
ロロ
スス
がが
命命
取取
りり
でで
すす
。。
真真
っっ

白白
にに
なな
っっ
てて
いい
るる
暇暇
はは
ああ
りり
まま

せせ
んん
。。
過過
去去
問問
対対
策策
だだ
けけ
でで
はは
揺揺

ささ
振振
りり
にに
付付
いい
てて
いい
けけ
まま
せせ
んん  

のの
でで
上上
っっ
面面
のの
対対
策策
でで
なな  

くく
、、
しし
っっ
かか
りり
とと
しし
たた
対対  

策策
をを
心心
掛掛
けけ
てて
下下
ささ
いい
。。

セセ
ンン
タタ
ーー
にに
失失
敗敗
しし
たた
人人
がが
、、
失失

敗敗
のの
原原
因因
とと
しし
てて
ああ
げげ
るる
大大
きき

なな
原原
因因
のの
一一
つつ
でで
すす
。。  

  

苦苦
手手
をを
潰潰
すす
ここ
とと
！！  

  

大大
学学
受受
験験
もも
高高
校校
受受
験験
もも
そそ

うう
でで
すす
がが
、、「「
苦苦
手手
をを
潰潰
すす
ここ
とと
」」

がが
一一
番番
大大
切切
なな
ここ
とと
だだ
とと
思思
いい

まま
すす
。。
たた
まま
にに
得得
意意
なな
教教
科科
のの
得得

点点
やや
らら
順順
番番
やや
らら
偏偏
差差
値値
をを
自自

慢慢
すす
るる
のの
はは
良良
いい
けけ
どど
、、
そそ
のの
教教

科科
以以
外外
のの
教教
科科
はは
パパ
ッッ
とと
しし
なな

いい
とと
いい
うう
人人
がが
いい
まま
すす
。。  

例例
ええ
ばば
地地
歴歴
がが
得得
意意
なな
人人  

でで
九九
割割
以以
上上
のの
得得
点点
率率
をを  

狙狙
ええ
るる
人人
がが
、、
地地
歴歴
がが
好好  

きき
だだ
かか
らら
とと
言言
っっ
てて
そそ
のの  

教教
科科
ばば
かか
りり
勉勉
強強
しし
たた
とと
ここ
ろろ

でで
、、
伸伸
びび
てて
もも
一一
割割
分分
しし
かか
伸伸
びび

しし
ろろ
がが
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
国国
公公
立立
をを

狙狙
うう
際際
のの
基基
準準
とと
しし
てて
はは
セセ
ンン
タタ

ーー
七七
割割
超超
とと
言言
いい
切切
っっ
てて
もも
過過
言言

でで
はは
なな
いい
とと
考考
ええ
てて
おお
りり
まま
すす
。。

七七
割割
とと
いい
うう
ここ
とと
はは
、、
どど
のの
教教
科科

もも
率率
なな
くく
得得
点点
でで
きき
なな
けけ
れれ
ばば
なな

りり
まま
せせ
んん
。。
苦苦
手手
教教
科科
をを
無無
意意
識識

にに
後後
にに
回回
すす
ここ
とと
がが
多多
いい
のの
でで
すす

がが
、、
意意
識識
しし
てて
優優
先先
順順
位位
をを
上上
げげ

てて
取取
りり
組組
むむ
ここ
とと
をを
おお
勧勧
めめ
致致
しし

まま
すす
。。  

  

伸伸
びび
てて
いい
くく
過過
程程
。。  

  

「「
伸伸
びび
るる
」」
にに
はは
個個
人人
差差
はは
ああ

るる
でで
しし
ょょ
うう
がが
、、
パパ
タタ
ーー
ンン
がが  

ああ
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。
「「
伸伸
びび
るる
」」  

ここ
とと
はは
基基
本本
的的
なな
知知
識識
をを
覚覚

ええ
、、
定定
着着
ささ
せせ
てて
いい
くく
ここ
とと
かか
らら

始始
まま
りり
まま
すす
。。
そそ
しし
てて
、、
知知
識識
のの

量量
がが
増増
ええ
、、
覚覚
ええ
たた
知知
識識
をを
使使
っっ

てて
いい
くく
うう
ちち
にに
、、
次次
第第
にに
覚覚
ええ
たた

知知
識識
がが
、、
時時
にに
教教
科科
のの
垣垣
根根
をを
越越

ええ
てて
他他
のの
知知
識識
とと
線線
でで
結結
ばば
れれ
始始

めめ
、、
初初
めめ
はは
無無
機機
質質
なな
点点
とと
しし
てて

存存
在在
しし
てて
いい
たた
知知
識識
がが
、、
線線
でで  

結結
ばば
れれ
るる
ここ
とと
でで
有有
機機
的的
にに
活活
動動

をを
始始
めめ
るる
。。
ここ
のの
よよ
うう
なな
状状
態態
にに

なな
っっ
てて
くく
るる
とと
、、
知知
識識
もも
以以
前前
にに

比比
べべ
簡簡
単単
にに
覚覚
ええ
らら
れれ
、、
忘忘
れれ
難難

くく
なな
りり
、、
応応
用用
問問
題題
にに
もも
反反
応応
でで

きき
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
勉勉
強強
はは
楽楽
しし
くく

なな
っっ
てて
きき
まま
すす
。。
たた
だだ
、、
知知
識識
はは

忘忘
却却
のの
波波
にに
ささ
らら
ささ
れれ
易易
くく
、、

日日
々々
のの
ケケ
アア
はは
不不
可可
欠欠
にに
なな
っっ
てて

きき
まま
すす
。。  

  
  

良良
いい
例例
ええ
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん  

がが
、、
私私
のの
中中
にに
ああ
るる
感感
覚覚
でで

偏偏
差差
値値
別別
にに
書書
いい
てて
みみ
よよ
うう
かか
とと

思思
いい
まま
すす
。。
偏偏
差差
値値
４４
００
以以
下下
はは
、、

何何
をを
言言
っっ
てて
もも
基基
礎礎
中中
のの
基基
礎礎
がが

欠欠
落落
しし
てて
いい
るる
状状
態態
でで
、、
難難
しし
いい

ここ
とと
はは
抜抜
きき
にに
しし
てて
、、
とと
にに
かか
くく

「「
覚覚
ええ
ろろ
！！  

必必
死死
にに
覚覚  

ええ
ろろ
！！
」」
がが
至至
上上
命命
題題
とと
なな
っっ  

てて
きき
まま
すす
。。
偏偏
差差
値値
５５
００
以以
下下
でで

はは
知知
識識
入入
力力
段段
階階
でで
、、
まま
だだ
知知  

識識
はは
点点
とと
しし
てて
しし
かか
存存
在在
しし
てて  

おお
らら
ずず
、、
徐徐
々々
にに
知知
識識
がが
増増
ええ
てて

楽楽
しし
くく
はは
なな
っっ
てて
きき
てて
いい
るる
でで
しし

ょょ
うう
がが
、、「「
校校
外外
模模
試試
」」
なな
どど
でで
解解

答答
をを
導導
くく
にに
はは
まま
だだ
まま
だだ
知知
識識
のの

量量
、、
知知
識識
のの
結結
びび
つつ
きき
がが
弱弱
いい
段段

階階
。。
偏偏
差差
値値
６６
００
以以
下下
でで
はは
、、
知知

識識
はは
随随
分分
とと
リリ
ンン
クク
しし
合合
うう
感感
じじ

にに
なな
りり
、、
自自
信信
をを
持持
ちち
解解
答答
でで
きき

るる
問問
題題
がが
増増
ええ
てて
くく
るる
のの
でで
すす

がが
、、
ああ
くく
まま
でで
基基
礎礎
知知
識識
のの
出出
力力

中中
心心
のの
体体
力力
しし
かか
無無
いい
たた
めめ
、、
応応

用用
問問
題題
にに
はは
対対
応応
しし
切切
れれ
なな
いい
。。

そそ
のの
分分
得得
点点
はは
伸伸
びび
なな
いい
。。
ここ
のの

くく
らら
いい
のの
段段
階階
でで
勉勉
強強
法法
はは
応応  

  
用用
・・
発発
展展
重重
視視
へへ
とと
見見
直直
すす
ここ  

とと
がが
必必
要要
とと
なな
るる
とと
思思
いい  

まま
すす
。。
偏偏
差差
値値
６６
００
以以
上上
でで  

はは
、、
自自
分分
のの
体体
のの
一一
部部
とと
なな

っっ
たた
知知
識識
やや
考考
ええ
方方
をを
使使
っっ
てて
、、

とと
にに
かか
くく
「「
考考
ええ
るる
」」
ここ
とと
がが
大大

切切
にに
なな
りり
まま
すす
。。
偏偏
差差
値値
６６
５５
以以

上上
にに
なな
っっ
てて
くく
るる
とと
、、
基基
礎礎
知知
識識

はは
時時
間間
をを
かか
けけ
ずず
とと
もも
ぱぱ
ーー
っっ
とと

見見
直直
せせ
ばば
ケケ
アア
でで
きき
るる
段段
階階
なな
のの

でで
、、
時時
間間
はは
「「
考考
ええ
るる
」」
ここ
とと
にに

多多
くく
割割
きき
まま
すす
。。
学学
習習
計計
画画
もも
時時

間間
にに
左左
右右
ささ
れれ
るる
よよ
りり
もも
、、｢｢

自自  

分分
がが
満満
足足
すす
るる
ここ
とと｣｣

をを  

 

優優
先先
ささ
せせ
たた
方方
がが
良良
いい
でで
しし
ょょ

うう
。。
ここ
のの
段段
階階
にに
なな
るる
とと
、、
かか
なな

りり
なな
難難
関関
大大
学学
がが
現現
実実
的的
なな
タタ

ーー
ゲゲ
ッッ
トト
校校
にに
なな
っっ
てて
いい
るる
はは

ずず
でで
すす
。。  

  

「「
自自
分分
にに
負負
けけ
なな
いい
強強

ささ
」」
とと
はは
？？  

「「
諦諦
めめ
なな
いい
」」

とと
はは
？？  

  

「「
負負
けけ
なな
いい
ゾゾ
」」
とと
かか
「「
諦諦
めめ

なな
いい
ゾゾ
」」
とと
気気
合合
をを
入入
れれ
、、
ガガ
チチ

ガガ
チチ
にに
固固
くく
なな
っっ
てて
いい
るる
人人
をを

時時
折折
見見
かか
けけ
まま
すす
。。
気気
持持
ちち
はは
分分

かか
りり
まま
すす
がが
「「
負負
けけ
なな
いい
強強
ささ
」」

とと
いい
うう
もも
のの
はは
、、
ガガ
チチ
ガガ
チチ
のの

「「
固固
ささ
」」
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
逆逆

にに
「「
柔柔
らら
かか
ささ
」」
でで
ああ
りり
「「
しし
なな

やや
かか
ささ
」」
がが
「「
強強
ささ
」」
とと
なな
るる
ここ

とと
がが
多多
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。
「「
諦諦
めめ

なな
いい
」」
とと
いい
うう
のの
もも
ガガ
チチ
ガガ
チチ
にに

凝凝
りり
固固
まま
っっ
たた
状状
態態
をを
指指
すす
のの

でで
はは
なな
くく
、、「「
柔柔
軟軟
でで
臨臨
機機
応応
変変
」」

なな
取取
りり
組組
みみ
もも
「「
諦諦
めめ
なな
いい
」」
ここ

とと
にに
繋繋
がが
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

  

志志
望望
校校
合合
格格
のの
たた
めめ
にに
やや
らら  

ねね
ばば
なな
らら
ぬぬ
ここ
とと
をを
書書
きき

出出
しし
てて
、、
そそ
れれ
をを
やや
りり
切切
ろろ
うう
とと

頑頑
張張
っっ
てて
、、
時時
間間
がが
足足
りり
ずず
にに

「「
くく
そそ
ーー
」」
とと
悔悔
しし
がが
るる
のの
もも
青青

春春
でで
すす
がが
、、｢｢

でで
きき
んん
もも
んん
はは
でで

きき
んん
。。
どど
うう
やや
っっ
たた
らら
ええ
ええ
のの

かか｣｣

をを
考考
ええ
るる
のの
がが
現現
実実
的的
でで

すす
。。  

  

「「
諦諦
めめ
るる
」」
とと
いい
うう
ここ
とと
はは
終終

わわ
りり
をを
意意
味味
しし
まま
すす
がが
、、
「「
諦諦
めめ

なな
いい
」」
とと
凝凝
りり
固固
まま
っっ
てて
ガガ
チチ
ガガ

チチ
にに
なな
るる
とと
自自
分分
のの
体体
力力
・・
精精
神神

力力
がが
終終
わわ
っっ
てて
しし
まま
いい
そそ
うう
にに

なな
りり
まま
すす
。。｢｢

諦諦
めめ
るる｣｣

のの
でで
はは  

なな
くく｢｢

限限
界界
をを
素素
直直
にに
認認
めめ
るる｣｣

とと
考考
ええ
てて
みみ
てて
下下
ささ
いい
。。
「「
諦諦
めめ

るる
ここ
とと
」」
はは
終終
わわ
りり
をを
意意
味味
しし
まま

すす
がが
「「
認認
めめ
るる
ここ
とと
」」
はは
始始
まま
りり

をを
意意
味味
すす
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

  

ここ
れれ
かか
らら
来来
年年
のの
受受
験験
まま
でで
、、

どど
うう
考考
ええ
てて
もも
苦苦
しし
いい
日日
々々
がが

続続
きき
まま
すす
。。
最最
終終
的的
にに
頼頼
りり
とと
なな

るる
のの
はは
自
分
自
身
で
す
。
自
分
を

必
要
以
上
に
追
い
込
む
こ
と
な

く
、
時
に
自
分
を
許
し
な
が
ら
、

少
し
気
持
ち
に
余
裕
を
持
ち
な

が
ら
、
志
望
校
に
合
格
し
た
自
分

を
想
像
し
て
は
、
ニ
ヘ
ラ
ニ
ヘ
ラ

と
笑
い
な
が
ら
、
前
向
き
に
乗
り

切
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

辛
く
な
っ
た
ら
い
つ
で
も
相
談 

に
来
て
下
さ
い
。 

 

 

 

 

「「
出出
来来
なな
いい
事事
」」
もも
いい
つつ
かか
はは
でで
きき
るる
！！  

「「
出出
来来
るる
事事
」」
かか
らら
確確
実実
にに
！！  

 
 

◎ センター試験対策講座 

国公立大受験生はレベルアップして高得点を目指そう！

英語リスニング、数学Ⅰ・A・Ⅱ・B 

現代文、古文、漢文   

地理 B、日本史 B、世界史 B 

現代社会、政経、倫理  

物理Ⅰ、化学Ⅰ、生物Ⅰ、 

地学Ⅰ 

◎ 二次・私大対策講座  

志望大学突破のための実戦力を強化しよう！ 

入試現代文、入試古文 

頻出化学、頻出物理、頻出生物 

ﾊﾟｰﾌｪｸﾄ日本史 B、ﾊﾟｰﾌｪｸﾄ世界史 B 

二次私大数学・ﾊｲﾚﾍﾞﾙ数学Ⅰ・A・Ⅱ・B・Ⅲ・C 

 

計画的に早めの対策をしよう！  

体験受講・相談随時受付中！⇒ 坂本教室まで 

     坂本教室からのお知らせ 
 

 坂本教室の ５月の休日は、        

    ２日(日)、３日(月)、４日(火)、５日(水)、 

１６日(日) です。 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ info@katagirijuku.com 

 

  
 
お迎え時の車の混雑について、保護者の皆
様にご理解とご協力をお願いします。 
お迎えの際には、駐車場内での安全走行、
エンジン停止にご協力いただくとともに、
ご近所出入口などでの路上待機、他の駐車
場の無断使用などはご遠慮いただきます
よう、重ねてお願い申し上げます。 

 

 


